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解答と解説 

2014.1.27 
問 1．②リンクしている所蔵レコードとタイトル変遷レコードが無いことの確認 

雑誌書誌レコードを「削除予定レコード」に修正する場合は、「リンクしている所蔵レ

コードがない」「リンクしているタイトル変遷マップがない」の２点を確認する事が必

要です。 

（『目録システム利用マニュアル』4.5.6	  

	 『目録システム講習会テキスト.	 雑誌編』	 補講 3.	 書誌レコード削除） 

 

問 2．③TTLL:und、TXTL:und、TR:削除予定レコード、PUB:削除 

これら４つのフィールドは、何かしらの記入がないと書誌登録（保存）ができない「必

須１」のフィールドです。記入する内容は、和雑誌でも洋雑誌でも、上の内容をこのま

ま入力する事になっています。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

（『目録システム利用マニュアル』4.5.6	 

	 『目録システム講習会テキスト.	 雑誌編』	 補講 3.	 書誌レコード削除）	 

 

問 3．①  

問 4．① 

問 5．② 

問 6．② 

問 7．② 

複製資料の書誌レコードの記入に際しては、各フィールドのデータを複製資料、原本のどちら

からとるかについての規定があります。また、データを記入しないフィールドがありますので、

各項目がどれに該当するかきちんと把握することが大事です。	 	 

(『目録システムコーディングマニュアル』	 6.0.2	 	 7.0.2	 

	 『目録システム講習会テキスト.	 雑誌編』	 付録 11	 複製版)	 

 

問 8．①jpn 

TTLLには、TRフィールドに記入されている本タイトルの言語コードを記入します。
タイトル関連情報、本文の言語等は関係なく、本タイトルの言語コードのみが対象とな

ります。	 

（『目録システムコーディングマニュアル』6.1.7	 

	 『目録システム講習会テキスト.	 雑誌編』	 付録 4.	 コード表) 

 

問 9．④文部科学省報告 

和雑誌では、本タイトル中に、号ごとに変わる回次，日付などが含まれる場合は，この

部分を省略します。	 	 

（『目録システムコーディングマニュアル』6.2.1F1.4）	 
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問 10．③2 巻 3 号 (昭 60.3) 

巻次年月次を転記する場合、数字、数詞をアラビア数字にする他に、和雑誌では「巻

次の第を省略」「年月次では明治以降の元号は，頭 1字のみに短縮する。「年・月・日」

「号・版・度」など年月次の数字に付随する文字は，省略する。」等のきまりがありま

す。 

（『目録システムコーディングマニュアル』6.2.3F1	 

	 『目録システム講習会テキスト.	 雑誌編』	 補講１．巻次年月次の記入法)	 

 

問 11．②大阪 : 大阪自然保護協会 

出版地として記述するのは市町村名ですが、記入する際は「市」は省略します。	 

（『日本目録規則』2.4.1.2A）	 

また、出版者名に付されている法人組織等を示す語は省略します。	 

（『目録システムコーディングマニュアル』6.2.4F3）	 

 

問 12．①us 

二ヶ所以上の地名がある場合、まず最初に表示されている地名を記入します。	 

（『目録システムコーディングマニュアル』7.2.4F2.4）	 

CNTRYには、PUBフィールドの最初の出版地に対応する出版国コードを記入します。	 
（『目録システムコーディングマニュアル』6.1.6D1） 

 

問 13．③Advances in vascular surgery 

洋雑誌タイトルの転記の際、大文字使用法は，AACR2Amen93の付録 Aを採用します。
資料自体に表記されている大文字・小文字とは異なる場合があり、また言語によって

多様なので注意しましょう。	 

（『目録システムコーディングマニュアル』7.2.1F）	 

 

問 14．①Vol. 1, no. 1 (Jan./Feb./Mar. 1993)- 

洋雑誌の巻次年月次の転記では、「各言語の大文字使用法（→	 AACR2付録 A），標準
的な略語（→	 AACR2付録 B）・数詞（→	 AACR2付録 C）に語句を変換する。数詞・
数字は原則としてアラビア数字を用いる。」等々のきまりがあります。	 

（『目録システムコーディングマニュアル』7.2.3F	 

『目録システム講習会テキスト.	 雑誌編』	 補講１．巻次年月次の記入法）	 

 

問 15．④ Annual report of American transport economy 

雑誌のタイトルが変化しても、それが「軽微な変化」に該当する場合には、新たに別

書誌レコードを作成する事はしません。冠詞、前置詞、接続詞の変化や、語の表記の

変化等様々なケースがあります。	 	 

（『目録システムコーディングマニュアル』7.0.1A1.	 2	 

	 『目録システム講習会テキスト.	 雑誌編』	 7 講.5	 タイトル変遷の基準） 


